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 本論文は、「 Incorporating Syntactic Structure into Neural Machine 

Translation (構文構造に基づくニューラル機械翻訳)」と題し、全 7章から成る。

近年、深層学習の導入によって機械翻訳の精度が大きく向上し、日常の様々な

場面で実用に供されるようになっている。本論文は、ニューラル機械翻訳の精

度をさらに向上させることを目的として、翻訳元の文の句構造および翻訳先の

文の依存構造を考慮することの可能なニューラル機械翻訳モデルを提案し、そ

れらの有効性を実験的に検証したものである。 

 

 第 1章は「Introduction」と題し、本研究の背景と提案手法の概略を述べてい

る。ニューラルネットワークを用いた翻訳モデルの従来型の統計的機械翻訳に

対する優位性、ニューラル機械翻訳モデルの概略、および本論文で構文構造を

利用することの動機について述べている。 

 第 2 章は「Neural Networks」と題し、ニューラルネットワークの基本的な

構造について説明している。多層のニューラルネットワークの構成方法につい

て述べ、パラメータに関する勾配を利用した学習手法でる確率的勾配降下法を

解説している。 

 第 3章は「Neural Machine Translation」と題し、既存のニューラル機械翻

訳モデルについて解説している。具体的には、リカレントニューラルネットワ

ークに基づく言語モデル、条件付き言語モデルとしてのエンコーダ・デコーダ

モデル、アテンション機構、およびそれらを学習するための目的関数について

説明している。また、機械翻訳の精度を評価する際に用いられる基準について

述べている。 

 第 4章は「Tree-to-Sequence Neural Machine Translation」と題し、原言語

側の構文構造を利用したニューラル機械翻訳モデルを提案している。従来のニ

ューラル機械翻訳モデルが翻訳タスクを系列から系列への変換タスクとして扱

っているのに対し、本論文では、原言語側の句構造によって規定される木構造

を考慮し、木から系列への変換タスクとして翻訳タスクをモデル化する。提案



モデルでは、アテンションの対象として原言語側の句も含まれるため、翻訳先

の単語と翻訳元の言語の句のアラインメントが計算されることになる。英日翻

訳の標準的なデータセットである WAT’15 のデータセットを用いた評価実験の

結果、提案手法が従来型の系列変換モデルによるニューラル機械翻訳システム

の精度を上回り、統計的機械翻訳システムの最高精度と同レベルの精度が達成

できることを明らかにしている。 

 第 5章は「Extension of Tree-to-Seq NMT」と題し、木構造に基づくエンコ

ーダに句ラベルの情報を導入する手法、および文字を基本単位としたニューラ

ル機械翻訳モデルを提案している。単語を基本単位としたデコーダでは未知語

の問題が常に存在するが、文字を基本単位とすることでその問題を大きく軽減

することができる。本論文では、文字を基本単位とするアプローチを、前章で

提案した木から系列への変換モデルに適用し、その効果を実験的に検証してい

る。 

 第 6章は「Sequence-to-Tree Neural Machine Translation」と題し、翻訳先

の言語での構文構造を考慮する手法を提案している。具体的には、リカレント

ニューラルネットワーク文法をアテンションに基づくニューラル機械翻訳モデ

ルと統合することで、翻訳と依存構造解析を同時に学習するモデルを実現して

いる。4つの言語対での実験の結果、構文構造を考慮することに翻訳精度が統計

的に有意に向上することを明らかにしている。 

 第 7 章は「Conclusion」と題し、本論文を総括し、今後の課題について述べ

ている。 

 

 

 以上これを要するに、本論文はニューラル機械翻訳の精度を向上させること

を目的とし、入力文の句構造を考慮したエンコーダとアテンション機構、デコ

ーダを出力側の依存構造と同時に学習する手法、および文字を基本単位とした

翻訳モデルを提案し、それらの有効性を複数の言語対による翻訳タスクにより

実験的に明らかにしたものであり、情報処理工学に貢献するところが少なくな

い。 

 よって本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 

 


